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【 講座概要 】 
当講座は東京大学医学部附属病院心臓外科・呼吸器外科を協力講座として 2006 年 4 月に発足し、

現在では心臓外科、保健社会行動学分野、小児外科の３講座を中心とした様々な部門の支援の下で

運営されています。2022 年 4 月からは、一般社団法人 National Clinical Database (NCD)、ニプロ株

式会社、ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社、Intuitive Surgical Sàrl との共同研究を基盤とする社会

連携講座として研究活動を行っています。 

 医療の目的は、「患者に対してより良いサービス」を提供することであり、良質なサービスを提供す

るための医療提供体制の構築や臨床現場の取り組みにおいて、「医療の質向上」の視点が重要視さ

れています。医療品質評価学講座では、「医療の質向上」というコンセプトを主軸に、臨床現場のスタッ

フの方々との連携の下で研究・実践活動を行っています。具体的には、以下のような活動を展開して

います。 
 
• 臨床現場が理解・納得できる指標の同定、継続的に情報を活用するための基盤構築 
• 「医療の質」を定義・測定・評価するための枠組みの設定、評価指標の検討 
• 臨床現場が理解・納得して改善に活用するためのベンチマーキング、患者の治療後の予後

推定機能の開発（術後の合併症発症率・死亡率等のフィードバック機能の実装と研究上の活

用） 
• 専門医分野別に測定された治療提供体制や診療過程、治療成績のデータに基づく、継続的

な医療水準評価 
• 専門医分野別のアウトカムに対するリスクモデルの開発 
• 臨床データベースを基盤とした共同研究（外科専門医制度との連携、心臓外科領域における

欧米・アジア諸国との連携、臨床データベースを活用した多施設臨床研究（各種投薬や手術

手技、医療機器の評価） 
• 新規医療デバイスの市販後調査などを含む産官学連携研究 
• 保険請求データとレジストリデータの統合利用のための手法研究 

 



   

 

臨床データベースの基盤構築支援 
「医療の質の向上」を考える上では，まず各専門領域における「医療の質」自体を適切に定義し、評

価を行うことが必要とされます。専門家の関わりやそれによってもたらされる影響を正しく把握すること

が、医療の質において必要とされる要素です。これは継続的に専門分野別の治療提供体制（structure）

や診療過程（process）、治療成績（outcome）を測定し、臨床現場が理解・納得して改善に活用するこ

と（Plan-Do-Study-Act サイクル）により実現されます。適切な指標を求めるには臨床現場が理解・納

得できる情報を継続的に収集し、その情報を分析・活用するデータベース事業を行うことが極めて重

要となります。2010 年 4 月には日本外科学会と関連する 10 学会の連携のもとで、一般社団法人

National Clinical Database（通称 NCD）が設立されました。2011 年 1 月 1 日の手術・治療症例から登

録が開始され、2021 年 2 月の段階で約 5,400 施設が参加しています。年間登録件数は約 200 万症

例を超え、現時点で累計 2000 万以上の症例が登録されています。2012 年からは NCD データに基

づいた外科専門医の認定制度が開始されました。2015 年から日本病理学会、2016 年から日本泌尿

器学会と日本形成外科学会、2017 年以降では、前立腺がん、胃がん、腎がん、食道癌、膀胱癌、遺伝

性乳癌卵巣癌、肺癌登録

のレジストリが開始され、

内科領域との連携も活発

化しています。専門医制度

と連結しながら広範な診療

科領域が連携する医療の

質向上の取り組みである

NCD の活動は、国内外で

も前例がない非常に先進

的な活動です。 
また、医療の質を考える上で、アウトカム（治療結果）は不可欠な要素です。ただし医療では、患者の

個々の状態像が異なるため、アウトカムを考える上では、重症度を考慮した指標を用いることが重要

となります。医療品質評価学講座においては、患者のための最善の医療を長期的に提供することがで

きる体制を構築するため、体系的なデータ収集に基づいたアウトカム分析を行っています。医療品質

評価学講座は NCD との共同研究を通じて、この臨床ビッグデータを医療現場で活用する取り組みとし

て、心臓外科領域で発展させてきたリスクモデルの開発や各施設へのレポートの実装などを、消化器

外科領域や呼吸器外科領域、小児外科領域など、各専門領域における医療水準の把握、診療の質評

価の分析を実施し、現場へフィードバック可能な機能として開発・実装に取り組んでいます。2016 年に

は、新たに乳腺外科領域において、これまでの手術リスクモデルと異なる、治療プロセスの評価を行う

プロセス型フィードバックを開始し、その後、冠動脈インターベンション領域でもそれが実施されていま

す。このような医療の質に関わる情報は、医療提供者が術前カンファレンスで活用するだけではなく、

インフォームドコンセントなどで利用されることにより、患者にとってもよりよく治療を理解するために有

用となっています。 
 
NCD を用いた臨床疫学研究 



   

質の高いエビデンスを創出するためには、質の保証されたデータが不可欠です。NCD で収集された

各診療領域のデータベース用いて、学会や臨床家との協力の下さまざまな臨床課題に答えるような臨

床疫学研究を行っています。近年では、精緻な解析や先進的な解析手法を必要とするケースが増え、

当講座では次世代型疫学・統計学的解析手法を臨床疫学研究に応用しています。 

また、コロナ禍においても、レジストリの利活用は進められています。コロナ禍は、一般診療のみな

らず、外科手術にも大きな影響を与えたと考えられますが、その影響については NCD を使用して推計

することも可能です。2020 年度より当講座でも、厚労科研の研究協力者の立場で、諸学会からの要望

のあるコロナの外科手術への影響に関する研究プロジェクトを実施し、論文化が進んでいる状況です。 

2014 年以降、当講座は、学会・ＰＭＤＡ・製造販売企業との協働のもと、NCD を基盤とする全国レジ

ストリを用いた医療デバイスの市販後調査活動に協力しています。データベースを用いた効率的かつ

質の高い市販後調査に働きかけ、安全なデバイスの普及を支援しています。また、2017 年から NCD
参加施設に協力を呼びかけ、医事・保険請求データの収集を開始しました。NCD が保持している臨床

症例データベース基盤に、医事・保険請求データを連携し、臨床研究や医療経済評価を通して医療の

質の向上や医療資源配置最適化へつながるエビデンスを創出しています。  
 
【 今後の展望 】 

今後の展望として、様々な領域と広く連携し、医療の質向上や医療資源配置の最適化に向けた実践

的取り組みのための支援を行っていく予定です。さらに、今後は治療成績の改善に向けた取り組みの

支援とそれらを支える政策提言を行っていきます。また、データベースに登録された症例データのさら

なる活用を通じて、手術手技・治療法や、投薬、医療機器の評価などを行う臨床研究も、より積極的に

行う予定です。心臓血管外科、消化器外科領域などにおいては、欧米のデータベース事業との連携し

た研究活動が発展しています。今後は国際的な枠組みの中でも、医療の質向上を体系的に支援する

活動を行っていく予定です。 



   

【令和４年度活動実績 】 

 

＜論文・著書＞  
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1. National Clinical Database─ 全国レジストリプラットフォームの研究利用, 隈丸 拓, 医学のあ

ゆみ, 284, 572-575 (2023) 

2. 【胃癌・食道癌に対するロボット支援手術-A to Z】診療報酬の観点からみたロボット支援手術 上

部消化管(胃癌・食道癌)領域を中心に, 岩中 督, 隈丸 拓, 手術(0037-4423)76巻9号 Page1385-

1391(2022.08) 

3. 2019年における先天性心疾患、川崎病および頻拍性不整脈に対するカテーテルインターベンショ

ン・アブレーション全国集計 日本先天性心疾患インターベンション学会レジストリー(JCIC-

Registry)からの年次報告, 金 成海(静岡県立こども病院 循環器科), 松井 彦郎, 犬塚 亮, 芳本 

潤, 青木 寿明, 加藤 温子, 藤本 一途, 伊吹 圭二郎, 喜瀬 広亮, 近藤 麻衣子, 長友 雄作, 隈

丸 拓, 宮田 裕章, 原 英彦, 須田 憲治, 西川 浩, 杉山 央, 富田 英, 矢崎 諭, 小林 俊樹, 大
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Soares M, Viana G, Pilcher D, Beane A, Salluh JIF. Worldwide clinical intensive care registries 
response to the pandemic: An  international survey. Vol. 71, Journal of critical care. United 
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3.  Endo H, Uchino S, Hashimoto S, Ichihara N, Miyata H. Recalibration of prediction model was 
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Perforation: A Nationwide Epidemiologic Study Using the National Clinical Database. Ann 
Gastroenterol Surg. 20211213th ed. 2022;6(3):430–44.  
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